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旧
恵
山
町
地
区
に
あ

る
風
力
発
電
機
が
平
成

　

年　

月
か
ら
の
故
障
で
稼
働

１７

１２

で
き
な
い
状
況
に
あ
る
が
、
今

後
の
取
り
扱
い
と
平
成　

年
度

１７

の
収
支
へ
の
影
響
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
風
力
発
電
の
予
算
編

成
に
か
か
わ
り
、
計
画
上
の
予

定
売
電
量
と
、
実
際
売
電
量
の

見
込
み
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

今
回
の
風
力
発
電
機

の
故
障
箇
所
は
製
造
元

の
機
密
に
属
す
る
部
分
で
、
管

理
業
者
だ
け
で
は
判
断
で
き
ず
、

製
造
元
の
技
術
員
の
派
遣
調
査

が
必
要
と
な
る
が
、
費
用
が
多

額
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
対
応

に
つ
い
て
検
討
中
で
あ
る
。

　

平
成　

年
度
の
事
業
計
画
で

１７

は
、
約
１
８
０
万
k
w
h
、
２

２
０
０
万
円
を
予
定
し
て
い
た

が
、
こ
の
度
の
故
障
に
よ
り
、

収
入
減
額
は
約
３
８
０
万
円
と

な
る
見
込
み
で
あ
る
。

（
答
弁
者　

恵
山
支
所
長
）
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当
市
は
、
全
国
的
に

景
観
を
重
視
し
た
ま
ち

で
知
ら
れ
て
お
り
、
都
市
景
観

形
成
地
域
で
あ
る
西
部
地
区
の

町
並
み
や
景
観
は
、
重
要
な
観

光
資
源
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

西
部
地
区
の
観
光
案
内
看
板

に
つ
い
て
は
、
観
光
客
に
も
わ

か
り
や
す
く
、
ま
た
、
景
観
上

美
し
い
も
の
と
す
る
た
め
に
も
、

統
一
性
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　

当
市
で
は
「
公
共
空

間
の
あ
り
方
に
つ
い
て

の
指
針
」
を
定
め
、
交
通
標
識

や
サ
イ
ン
の
書
体
や
色
等
を
統

一
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
し
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て
い
る
が
、
指
針
策
定
前
に
設

置
さ
れ
た
看
板
も
多
く
、
統
一

基
準
を
設
け
る
ま
で
に
は
至
っ

て
い
な
い
。

　

西
部
地
区
の
魅
力
向
上
の
た

め
、
観
光
看
板
等
に
統
一
感
を

持
た
せ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、

今
後
、
関
係
す
る
部
局
や
機
関

と
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

（
答
弁
者　

都
市
建
設
部
長
）

西部地区の町並み西部地区の町並み　

　

戸
井
マ
グ
ロ
は
、
本

州
方
面
で
は
知
名
度
が

高
く
な
い
こ
と
か
ら
、
マ
グ
ロ

に
貼
る
ス
テ
ッ
カ
ー
を
「
北
海

道
戸
井
船
団
」
か
ら
知
名
度
の

高
い
「
函
館
」
の
表
記
を
利
用

し
た
も
の
に
変
え
る
な
ど
積
極

的
に
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
で
な
い
か
。

　

ま
た
、
今
後
の
消
費
拡
大
の

た
め
、
マ
グ
ロ
の
流
通
経
路
に

つ
い
て
、
調
査
・
把
握
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

戸
井
マ
グ
ロ
は
、
市

場
で
の
評
価
は
高
い
が
、

知
名
度
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
く
、

漁
協
で
は
、
今
年
か
ら
魚
体
に

貼
る
ス
テ
ッ
カ
ー
を
「
函
館
戸

井
船
団
」
と
す
る
ほ
か
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
今
後
、
市
と
し

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
��

�
�
��

�
	

��

��

�

て
も
漁
協
と
連
携
し
積
極
的
に

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
一
層
の
ブ
ラ
ン
ド
化

の
た
め
、
消
費
動
向
の
把
握
も

必
要
な
こ
と
か
ら
、
市
場
で
の

流
通
調
査
を
し
て
い
き
た
い
。

（
答
弁
者　

市
長
） 水揚げされたマグロ　水揚げされたマグロ
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今
年
８
月
着
工
予
定

の
箱
館
奉
行
所
の
復
元

工
事
期
間
中
、
工
事
現
場
か
ら

裏
門
橋
を
通
り
中
道
方
面
へ
の

歩
行
者
通
路
が
確
保
さ
れ
て
い

な
い
が
、
通
勤
・
通
学
等
の
利

用
者
が
多
い
こ
と
か
ら
、
通
路

を
確
保
す
べ
き
で
な
い
か
。

　

ま
た
、
五
稜
郭
公
園
は
、
集

会
等
に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
公
園
利
用
に
つ
い
て
、

利
用
者
へ
の
説
明
や
対
応
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

復
元
工
事
の
期
間
中

は
、
工
事
の
安
全
上
、

利
用
者
の
通
行
に
支
障
が
出
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
歩
行

者
の
通
路
確
保
に
つ
い
て
、
今

後
、
検
討
し
た
い
。　

　

ま
た
、
工
事
期
間
中
の
公
園

利
用
等
に
つ
い
て
は
、
事
前
に

周
辺
住
民
に
対
し
て
説
明
会
を

開
催
す
る
ほ
か
、
公
園
入
口
に

説
明
板
を
設
置
す
る
な
ど
、
周

知
に
努
め
る
と
と
も
に
、
理
解

を
得
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

　
　
　

（
答
弁
者　

教
育
長
）五稜郭公園裏門橋付近　五稜郭公園裏門橋付近
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４
月
か
ら
４
１
５
施

設
に
指
定
管
理
者
制
度

が
導
入
さ
れ
、
制
度
が
本
格
実

施
さ
れ
る
が
、
制
度
の
導
入
に

よ
る
コ
ス
ト
の
削
減
効
果
に
つ

い
て
と
、
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス

レ
ベ
ル
向
上
策
に
つ
い
て
、
管

理
者
の
決
定
に
あ
た
り
公
募
し

た　

施
設
と
、
公
募
に
よ
ら
ず

１６
特
例
措
置
を
適
用
し
た
３
９
９

施
設
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

� ● ●

は こ だ て 市 議 会 だ よ り 平成 １８ 年５月１ 日発行　

　

コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、

平
成　

年
度
の
当
初
予

１７

算
と
の
比
較
で
は
、
公
募
施
設

が
約
２
７
０
０
万
円
で
約　

％
１１

の
削
減
、
特
例
施
設
が
約
６
３

０
０
万
円
で
約
２
％
の
削
減
と

な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
、
公
募
施
設
で
は
五
稜
郭

観
光
駐
車
場
等
へ
の
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
な
ど
、
特
例
施
設
で

は
旧
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
に
お
け

る
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
な

ど
の
提
案
が
あ
っ
た
。

　
　

（
答
弁
者　

総
務
部
長
）
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民
家
を
借
り
て
、
新

た
に
学
童
保
育
所
を
運

営
す
る
に
は
、
多
額
の
費
用
が

か
か
る
が
、
何
ら
か
の
支
援
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
委
託
料
の
入
所
児
童

数
の
基
準
に
つ
い
て
も
矛
盾
が

生
じ
て
い
る
ほ
か
、
指
導
員
の

処
遇
に
つ
い
て
も
改
善
が
急
が

れ
る
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

　

民
間
施
設
を
使
っ
た

学
童
保
育
所
に
対
し
て

は
、
家
賃
や
修
繕
費
を
委
託
料

に
加
算
し
て
い
る
が
、
今
年
度

か
ら
新
た
に
施
設
環
境
改
善
費

を
加
算
す
る
こ
と
に
し
た
ほ
か
、

新
規
開
設
に
あ
た
っ
て
は
、
実

情
等
を
よ
く
聞
い
て
支
援
策
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
委
託
料
や
指
導
員
の

処
遇
の
問
題
も
認
識
し
て
お
り
、

国
な
ど
に
対
し
財
政
的
支
援
を

働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
事
業

運
営
や
施
設
等
の
基
準
の
策
定

に
も
取
り
組
み
た
い
。

　
　
　

（
答
弁
者　

教
育
長
）
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道
道
函
館
恵
山
線
の

日
浦
・
豊
浦
間
は
、
平

成
９
年
か
ら
通
行
止
め
と
な
っ

て
い
た
が
、
近
日
開
通
予
定
と

聞
い
て
い
る
。

　

現
在
、
路
線
バ
ス
は
迂
回
運

転
を
し
て
い
る
が
、
豊
浦
地
区

に
は
高
齢
者
が
多
く
、
迂
回
に

よ
り
停
留
所
も
遠
く
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
開
通
に
あ
わ
せ

て
従
来
の
路
線
に
戻
し
、
住
民

の
足
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
支
援

す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

平
成　

年
度
か
ら
実

１０

施
さ
れ
て
い
る
道
の
岩

盤
崩
落
災
害
の
防
除
事
業
の
た

め
函
館
恵
山
線
の
日
浦
・
豊
浦

間
が
通
行
止
め
と
な
っ
て
お
り
、

恵
山
地
区
の
バ
ス
路
線
は
豊
浦

バ
イ
パ
ス
の
サ
ン
タ
ロ
ト
ン
ネ

ル
を
迂
回
運
転
し
て
い
る
が
、

通
行
止
め
の
区
間
は
近
日
開
通

す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
地
域
住
民
の
再
開
へ
の

期
待
や
要
望
を
バ
ス
事
業
者
に

伝
え
て
い
き
た
い
。

（
答
弁
者　

企
画
部
長
） 函館恵山線の通行止め箇所函館恵山線の通行止め箇所　
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近
年
、
Ｄ
Ｖ
（
配
偶

者
等
か
ら
の
暴
力
）
は

増
加
傾
向
に
あ
る
ほ
か
、
恋
人

間
の
Ｄ
Ｖ
に
関
し
て
は
あ
ま
り

知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
防
止
の
啓

発
活
動
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

　

Ｄ
Ｖ
防
止
の
た
め
、
従
来
の

啓
発
カ
ー
ド
の
内
容
精
査
や
視

力
障
が
い
者
用
の
点
字
版
の
作

成
に
加
え
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

作
成
し
、
あ
わ
せ
て
設
置
場
所

の
拡
大
に
努
め
る
な
ど
、
啓
発

活
動
を
充
実
し
て
は
ど
う
か
。

　

Ｄ
Ｖ
防
止
の
啓
発
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
啓

発
カ
ー
ド
を
公
共
施
設
等
で
配

付
し
て
い
る
ほ
か
、
女
性
へ
の

暴
力
防
止
パ
ネ
ル
展
の
開
催
等

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

Ｄ
Ｖ
防
止
に
は
、
若
年
層
を

含
め
幅
広
い
市
民
へ
の
啓
発
が

必
要
で
あ
り
、
カ
ー
ド
の
配
置

箇
所
等
の
拡
大
、
啓
発
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
作
成
・
配
布
な
ど
、

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
啓

発
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

（
答
弁
者　

市
民
部
長
）ＤＶカード　ＤＶカード
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